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対して，細胞を塊の状態で培地中に浮遊させて培養する方
式（浮遊培養）も存在する．すでにスピナーフラスコを
用いて iPS 細胞を細胞塊のまま攪拌培養した報告があ
る ( 4 )，( 5 )．
大量培養に適した培養方式を増殖速度・未分化率・大量
培養・技術的難易度の観点から比較した．
増殖速度について考えてみると，平面培養では培地中の
栄養成分は拡散によって供給されるが，浮遊培養では対流
によって栄養成分が供給されるため，増殖速度は浮遊培養
の方が良くなると考えられる．
未分化率に関しては，細胞塊の状態で浮遊培養する場合
には，細胞塊が大きくなるにつれて細胞内部への未分化維
持成分や栄養成分が届きにくくなり，細胞塊内部の細胞が
分化または死滅してしまう可能性がある．浮遊培養では安
定して培養できる細胞塊の径の制限があることが予想さ
れ，細胞塊が大きくなり過ぎないようにする技術が必要に
なる．

大量培養においては，平面培養はより多くの面積が必要
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た ( 8 )
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